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The purpose of this paper is to review current research related to support resources for Japanese 

job-hunting from two perspectives. One perspective is to examine how students utilize support resourc-

es in their job-hunting. This research focus basically indicates that informal support resources， such as 

friends and family， and self-help resources， such as web sites and books， are used more fyequently than 

formal support resources， such as professionals. The second perspective is to examine what effects 

job時huntingstudents obtain from utilizing support resources. This research focus shows that support 

resources generally yield positive consequences. However， there are cases where support resources do 

not function well， and it also emphasizes the importance of appropriately matching support to the par-

ticular stress. Finally， the paper discusses research problems and prospects for future study within this 

research domain. 
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大学生の就職活動

就職活動とは学生生活から職業生活への移行の際

に学生が避けでは通れないライフイベントである O

就職活動の不調がひきこもりのきっかけのひとつに

なることが指摘されており(戟日新聞， 2010 ;高塚，

2008 ;東京都青少年-治安対策本部， 2007)，学生

生活から職業生活へのスムーズな移行の重要性が示

唆されている。また，就職は大学生にとって人格形

成と16年間の学校教育の総決算であり，一人の人間

が生活の安定と社会への参加を通じて生きていく上

で重要な意義をもっとされる(木谷， 2005) 0 しか

しながら，職業生活へのスムーズな移行の重要性や

発達上の意義が示唆されているにもかかわらず，近

年，大学生の就職活動は過酷になってきた。

}享生労働省 (2010a)の調査では， 2011年卒大学

生の就職内定率は2010年10月1日時点で57.6%と過

去最低の数値を記録し翌年の厚生労働省 (2011)

の同時期の調査でも59.9%とほぼ問水準の低い値に

とどまっている。また， 2011年卒大学生の平均エン

トリー社数は90.0社 平均内定数は1.1社(レジェン

ダ・コーポレーション， 2010)とエントリー社数に

対して得られた内定社数の少なさが目立ち，多数の

会社からの不採用を経験しながら，内定に向かつて
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活動している様子がうかがえる。以上のように大学

生の就職活動は過酷な選抜競争の中で行われている

と言える。

このような現状の中で 新聞報道では「心も凍る

就職氷河期Jと題された記事が掲載され(朝日新開，
2010) ，就職活動中の大学生が自信を失ったり， う

つ状態に陥るなどして専門家のカウンセリングを受

けるケースが増えているという。例えば，関西大学

では2009年からの 2年間でキャリア相談のカウンセ

ラーが新たに 5人配置された(朝日新聞， 2010)。

また，摩生労働省 (2010b)が新卒者・既卒者向け

の就職活動支援策として「新卒応援ハローワーク j

を設置し臨床心理士からの心理臨床的サポートも

そのサービス内容に含めている。このように現代の

就職活動の過激さや，その過酷さから生じる精神的

不健康に対する援助の必要性・重要性はマスメディ

ア，大学教育， !詔政のそれぞれにおいて共通に認識

されている。

また，実証研究においても就職活動といった進路

選択に臨むにあたって学生は不安やストレスをはじ

めとした様々な精神間での臨難を就職活動の過程で

経験することが明らかにされており (Fuqua，

Seaworth， & Newman， 1987; Gati， Gadassi， Saka， 

Hadadi， Ansenberg， Fr・iedmann，& Asulin-Peretz， 

2011;北見・茂木・森， 2009;李， 2006;松田，

2010 ;松田・新井・佐藤， 2010; Peng， 2001; Saka， 

Gati， & Kelly， 2008; Santos， 2001;下村・木村¥1997

など)，メンタル菌でのサポートの必要性が示唆さ

れる。また，このようなメンタル部でのサポートだ

けではなく，就職活動をどのように進めていけば良

いか十分に理解している学生は少ないため(下村-

堀， 2004)，就職活動のスケジュールやエントリー

シートの書き方，面接試験の受け方など，具体的な

情報面でのサポートも必要とされている。このよう

なメンタル面での問題や具体的な情報国での問題に

i査部したとき， 自分の力だけで問題を解決すること

は!2El難であり， 自分の期間の人やもの，サービスの

ような外的環境から得られるサポートを利用するこ

とになる O

そこで本論文では，このようなサポートを得られ

る外的資源をサポート資源と称した上で，就職活動

中の学生のサポート資源に関する研究知見の整理を

行い，今後の課題および展望を述べることを自的と

する。また， 日本の就職活動は諸外国の就職活動と

は異なか新卒一括採用のため新卒者以外の就職は

i恋難であること，企業の;採采j月用3有3スケジユ一 jルレが函一的
なため (ο一1下fで
われること(安達. 2初O∞Oω3)， といった特徴がある。

そのため，諸外国における就職活動の過程で必要と

されるサポートと本邦の就職活動の過程で必要とさ

れるサポートは異なる可能性がある。これらのこと

から，本論文では本邦で行われた就職活動中のサ

ポート資源の研究を中心に概観する O

利用されるサポート資源の種類に関する研究

悩みの問題領域ごとに大学生はどのような相手

に援助を求めるのか。被援助志向性の観点から検

討した木村・水野 (2004)では， r修学・進路部J
の問題領域において，友達や家族のようなイン

フォーマルな援助者への被援助志向性が学生相談

といったフォーマルな援助者への被援助志向性よ

りも高いことが示された。また，佐藤 (2008)で

は家族や友達，専門家に自助資源である紙メディ

アと電子メディアを加えて 開題領域ごとに援助

資源の利用の多寡について検討を行い，専門家の

利用は他の援助資源、の利用よりも有意に少ないこ

とが明らかにされている。さらに進路選択に関す

る援助要請行動を友達，家族，大学スタッフといっ

た護助者ごとに検討した成田-緒賀 (2010) にお

いても，友達への援助要請行動が最も高く，次い

で家族が高く，大学スタッフが最も低かった。輿

久田・太田・高木 (2011)においても進学・就職・

将来の領域における援助要請行動は家族，友人，

教員，専門家の}II買に行われることが明らかにされ

ている。以上から，友達や家族のようなインフォー

マルなサポート資源や書籍のような紙メディア，

インターネットのような電子メディアに比べて，

専門家といったフォーマルなサポート資源は用い

られにくいことが一貫して示されている。また，

諸外国においてもこの傾向は我が国と向様であり，

Domene， Shapka， & Keating (2006) は先行研究を

概観した上で職業の計画に関する問題はカウンセ

ラーのような専門家よりも特に家族のような非専

門家に援助要請を行う傾向があることを指摘して

いる。

また，下村・木村(1994)は周囲の人，企業，マ

スコミ，大学の4カテゴリー， 22種類の情報の利用

度と重視度を調査し. (1)企業および周閤の人は

利用度および重視度が高いサポート資源であるこ

と， (2)大学は利用度は高くないが重規度が高い

サポート資源であることを明らかにしている。

下村・堀 (2004)では就職活動初期と後期で重視

される情報源の違いを，縦断調査を用いて検討して

いる。その結果，就職活動の初期では下村・木村

(1994) と同様に企業や大学から得られる情報や周
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聞の人が情報源として重視されていたが.就職活動

の後期では企業や大学，就職サイト，就活本のよう

な誰にでも入手できる情報源は重視されなくなるこ

とが示された。

また，水野・佐藤 (2012)は就職活動を経験した

大学生・大学院生を対象とした自由記述式質問紙と

半構造化面接によって得られた記述を分類・集計

し友人・先輩-就職諜・就活本・就職サイトから

の道具的サポートと友人からの情緒的サポートが調

査対象者の 5人に 1人以上で用いられていることを

明らかにした。インフォーマルなサポート資源およ

び自助資源がより活用されているが， I司11寺に就職課

といった専門機関もサポート資源として用いられて

いた。

本節で概観した研究では，友人・家族といった周

囲の人々や就職サイト・就活本のような自助資源，

企業が就職活動中のサポート資源として，より頻繁

に用いられていることが示されていた。また，援助

要請・被援助志向性研究で明らかになった，大学内

の専門家には援助が求めにくいことは，下村・木村

(1994)において情報源としての大学の利用度は低

かったことと一貫した結果である O

しかし一方で，水野・佐藤 (2012)では大学内の

就職諜の利用が多いと報告されている。この知見の

不一致は，援助要請研究の多くが援助対象を， I専
門家J(佐藤， 2008 ;輿久田ら， 2011)や「大学スタッ
フJ(成田・緒賀， 2010) としており，それぞれの
譲劫要請対象に含まれる対象が具体的でないため生

じている可能性や90年代の就職活動と近年の就職活

動の様相の違いが反映している可能性がある。

したがって，援助要請の対象やサポート資源をよ

り明確にした調査を積み重ねていくことや近年の就

職活動の動向に合わせて新たな調査を行うことで研

究知見をアップデートしていく必要性が示唆され

るO このように利用度の多寡に関しては一部議論の

余地が残るが，大学から得られる'情報は，利用度は

低いが重要な情報であると評価されていることが明

らかにされている(下村ー・堀， 2004;下村・木村，

1997)。

サポート資源の効果に興する研究

サポート資源利用の効果に関しては，ソーシャル

サポートの効果に関する研究，就職サイトの利用効

果に関する研究，その他の研究に大きく分類するこ

とができる。以下， }II貢に研究動向を概観する。

1 .ソーシャjレサポートの効果に関する研究

就職活動とソーシャルサポートの関連は下村・木

村(1997)が本邦で最初に検討している。彼らは家
族，先輩，向性の友人.異性の友人からの就職活動

中のソーシャルサポートをとりあげ，就職活動の満

足感との関連を明らかにした。就職活動関与群(高

群・低群) x性別(男性・女性)の4群ごとにソー

シャルサポートと就職活動の満足感の相関係数を算

出し(1 )男性関与低群で 向性・異性の友人の

情緒的サポートと受動的満足感に負の相関がみられ

ること， (2)男性関与高群で家族の情緒的サポー

ト先輩や向性の友人の情緒的・情報的サポートが

積極的満足感と正の相関がみられ.家族の'情報的サ

ポートと積極的満足感に負の相関がみられること，

( 3 )女性関与低群では先輩の'情緒的・情報的サポー

トと積極的満足感に正の相関がみられること， (4) 

女性関与高群で、は家族の情緒的・情報的サポート，

i司性の友人の情報的サポート 異性の友人の情緒的

サポートと損極的満足感に正の相関がみられ，異性

の情緒的・情報的サポートと受動的満足!f;に正の相

関が，家族の情報的サポートと受動的満足感に負の

相関がみられることが示された。このようにソー

シャルサポートにはおおむね就職活動の満足感を増

加させる傾向があるが，男女とも雨~I関与群で家族の

情報的サポートが積極的満足感または受動的満足感

を抑制することが明らかになっている。

他にソーシャルサポートと就職活動の関連を検問-

した研究には赤i王1.すま槻(2011)と松田.~J 111 (2007) 

がある O 赤田-若槻 (2011)は，大学4年生および

短期大学2年生を対象として研究を行い，友人と学

校からのソーシャルサポートが進路選択自己効力感

に正の影響乞職業的不安に負の影響を及ほし進

路選択自己効力!惑が職業的不安に負の影響を及ぼす

モデルを共分散構造分析によって検討した。進路決

定群と進路未決定群を分けて行った分析の結果，進

路決定群では友人からのソーシャルサポートが職業

的不安を抑制していることが明らかにされ，一方で、

進路未決定群では職業的不安を増悪させており，大

学4年生においては学校からのソーシャルサポート

が進路選択自己効力!惑を介して職業的不安を抑制す

ることが明らかにされた。

また，松田・前回 (2007)では親や友人からのサ

ポートが進路選択自己効力!惑を介して，職業選択の

未関与に及ぼす影響が検討されている。男女別に行

われた共分散構造分析の結果から，男性では親から

のサポートが進路選択自己効力!惑を促進し職業選

択への未関与を抑制する一方 女性では友人からの

サポートが進路選択自己効力感を促進し職業選択
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への未関与を抑制することが明らかにされた。

以上のように潤屈の人々からのサポートである

ソーシャルサポートはおおむね就職活動の満足感の

増加や職業的不安の低減に寄与するなど，就職活動

に対して良好な影響を持っていた。しかし条件に

よっては満足感・職業的不安に対してネガティブに

作用することも示された(赤田-若槻， 2011;下
村・木村， 1997)。ソーシャルサポート研究では，

どのような条件下で， どのようなストレッサーに対

して， どのようなサポートが有効なのか，サポート

の適合性を明らかにすることの重要性が指摘されて

いる(嶋， 1992)。したがって，臨床的応用への知

見を得るためには，サポートが有効に機能する条件

を精査することが必要である。

また， ソーシャルサポートは進路選択自己効力感

を促進するという知見が一貫してみられた(赤田-

若特~， 2011 ;松田-前回， 2007)。赤田・若槻(2011)
および松田・前田 (2007)では進路選択自己効力感
が就職不安や職業選択への未関与などの不適応的な

変数を抑制しており，進路選択自己効力感はソー

シャルサポートが不適応的な変数に対して影響を与

える際の媒介変数として機能することが示された。

ソーシャルサポートが効果的に機能する背景には，

ソーシャルサポートが不適応的な変数に対して直接

的な影響を持つだけでなく，ソーシャルサポートが

進路選択自己効力!惑を高め 進路選択自己効力感が

不適応的な変数を抑制するといった機序が存在して

いると考えられる。

2. 就職サイトの利用効果に関する研究

就職サイトの利用が就職活動に及ぼす影響は下村

(2001) と下村・堀 (2001)が検討を行っている。
下村 (2001)の縦断調査では，就職サイト利用高群
の方が就職サイト利用低群よりも就職活動を継続す

る者が終了する者より多いこと，就職に関する情報

探索の開始が早いこと，就職活動の終盤において就

職活動に対する満足感が低いことが示された。これ

らの結果を踏まえて，就職サイトの利用が必ずしも

就職活動の順調さそのものに結びつかない場合があ

り，悪影響を及ぼすこともあると結論されている O

下村・堀 (2001)もまた，就職サイト利用の就職
活動に与える影響を縦断調査によって検討してい

るO 就職サイト利用度高群は低群よりも， 5月下旬

の時点で、就職活動の進み具合や就職活動への満足度

を1ftく評価していることが明らかになった。就l骸サ

イトの利用によって重要でない情報や無関連な情報

を含む多数の情報に触れることになり，かえって進

路選択過程を混乱させてしまった可能性が指摘され

ている。

下村 (2001)と下村・堀 (2001)では一貫して，
就職サイトの利用が就職活動にネガテイブな影響を

与える可能性が示唆されている。しかしながら，こ

れらの研究は単に就職サイト利用頻度の多寡による

検討であり，元々，就職活動を順調に行えない学生

がより積極的に就職サイトを利用している可能性も

考えられるため，さらなる検討が必要である。また，

インターネットや個人用 PCの普及とともに，就職
サイトによって提供されるサービスも様々に変容し

ていることを考えると，上述の研究は10年以上前の

研究であるため，新たに検討する必要があるだろ

っ。

3. その他の研究
就職活動に関する情報源を扱った研究として，下

村・堀 (2004)がある O この研究では就職活動にお
ける情報源として就職サイト， OB/OG，友人を主

に取り上げ，それらが就職活動の結果に及ぼす影響

を縦断調査によって検討した。パス解析の結果ーか

ら， OB/OGを情報源とした場合，志望度の高い企

業から内定を得て，早期に就職活動を終える割合が

高かった。一方で，友人からの情報は就職活動後半

においても重視されているにもかかわらず，就職活

動の結果に直張的な影響を及ぼさなかった。この結

果に関して，友人からの情報は就職活動に伴うスト

レスを軽減したり，モチベーションを引き出すよう

な機能を果たし結果的に就職活動プロセスを維持

するのに必要な情報となっている可能性が指摘され

ている。下村 (2005)においても就職活動の進行状

況に関する矯報を交換しうる友人の存在の重要性が

述べられている。

中島・無藤 (2007)は就職活動を自標達成プロセ
スとして捉え，そのプロセスの中で用いられる自標

達成のための方!日告と就職達成の関連の検討を行っ

た。その結果，周囲からのサポートや外的資源の活

用といった方略は内定の獲得に結び付かず，就職達

成の順調さに負の影響を与えていることが示され

た。しかしながら，周囲のサポートを利用すること

はlヨ標達成への甚接的行動方I!I告を介して，内定獲得

を促進しているという結果も明らかになった。この

結果を踏まえて，友人に話を開いてもらうなどの周

囲からのサポートは継続的に続く求職行動を支える

ために必要なものであると指摘されている。また，

中島 (2012)では中島・無藤 (2007)で関連がみら
れなかった変数とパスを除いてモデルを再構成-再

分析した結果，中島・紫藤 (2007)と同様の結果が
示され，周囲のサポート利用は宣接的には就職達成
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を阻害するが，向目標行動を媒介して，就職達成を

促進していた。

これまで概観してきた研究で示されていたよう

に， )晋閣のサポート資源の利用はおおむね就職活動

に良好な効果を示すことが，これらの研究において

も明らかになっている。しかしながら，友人を情報

源として利用することや周囲のサポート利用は就職

活動の過程を支えるが，直接的には就職達成には結

び付かないという指摘(中島， 2012:中島・無藤，

2007 :下村・堀， 2004)があり，サポートの産接的

な効果には限界があることが示唆されている。

サポート資源研究の今後の課題と展望

以上，就職活動中のサポート資源に関する研究の

動向を概観してきた。最後に，この研究領域の今後

の課題と展望を述べる。

まず 1つ自の問題点として，就職活動場部特有の

サポート内容およびサポート資源を含んだ，妥当性

と信頼性の確認された尺度が存在しないことが挙げ

られる。赤133.若槻 (2011)，下村・木村(1997)， 

松田・前田 (2007)では周囲の人からのサポートを

測定しているが，これらの研究で用いられた尺度に

は就職活動場面特有のサポート内容およびサポート

資源が含まれていないことや妥当性や信頼性の検討

が不十分で、あるといった問題点がある。また就職活

動という文脈においては， さらなる資源の詳細な分

類や具体化が可能であるであるにも関わらず，サ

ポート資源を大きな枠組みで捉えているといった問

題点がある。たとえば， I就職活動をしている友人j
と「就職活動をしていない友人Jでは，そのサポー
トの機能が異なることが予想されるが，これらをひ

とくくりに「友人jとして澱定している。さらに先

行研究の尺度には「就職課jのような専門的サーピ

スを提供する機関や「就職サイトJや「就職本Jの
ような自助資源、がサポート資源として含まれていな

いといった問題も存在する。どのようなストレッ

サーに対して， どのようなサポートが効果的なのか

を明らかにすることが具体的な援助法を考える際に

有用であるという指摘(嶋， 1992) を踏まえると，

包括的かつ多面的に就職活動中のサポート資源を測

定できる尺度を開発する必要性がある。そのような

尺度を用いて， より詳細に就職活動中の適応とサ

ポート資源、の関連を検討することによって，就職活

動中の学生の適応的な移行に寄与する知見を得るこ

とができると思われる。

2つ自の問題点として，研究を行う上で就職活動

中の時期に十分な注意が払われていないことが挙げ

られる。本論文で概観してきた研究の中には縦断調

査を行っている研究も少なくなかった。しかし就

職活動の時期によって，特に強く感じる不安が異な

る(柴田， 2006)ため，就職活動の時期によって必

要とされるサポートも異なると考えられる。このまlJ

見を踏まえると，研究で得られたま1]見の比較・蓄積

のために，研究を行った時点が就職活動の長いプロ

セスの中のどの時期に当たるのかを，明確にして研

究を行う必要がある。このこともまた就職活動中の

学生の適応的な移行に寄与する知見を得るためには

欠かせないと思われる。
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